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【ものづくり 人づくり 地域づくり】 『チェルノブイリ健康影響』 母親による翻訳完成

【今週のニュース】

（１～３Ｐ） 『チェルノブイリの健康影響』 翻訳完成！　（2P） ご案内と申込書

（４Ｐ）　組合あげて子どもたちの健康調査を　「常総生協 子ども健康調査支援基金」 設立。 ご協力を！

【別刷】 脱原発くらし見直し委員会だより （第１５回）　

常総生協翻訳プロジェクトの完訳
『チェルノブイリの健康影響』
発刊です！
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放射能に打ち克つ身体づくり

人々の協同で被災地復興と再生

 発酵と復興 ２年目
COOP-JOSO News Letter 発行 /副理事長 大石
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福島原発事故から間もなく２年

チェルノブイリ原発事故から 25 年後を知り、 対処する

脱原発くらし見直し委員会 委員長　高橋麻理

　日本で原発事故が起こるなんて想像もしていなかった私

たち。でも、福島原発事故は現実に進行中です。茨城県南

部と千葉県東葛地区は、福島原発から 150 ｋｍ以上も離

れているのに予想外に汚染されてしまいました。これまで

と現在はもちろん、これから先のことが心配です。

　「チェルノブイリの健康影響」は、1986 年のチェルノ

ブイリ原発事故から 25 年間のヨーロッパでの健康影響を

ドイツの専門家がまとめたものです。翻訳文は読みにくい

し、報告書は専門用語が多くて難しいですが、子供や自分

たちの将来を考えたら知っておかなくてはいけないことが

たくさんあります。欧州と日本の食生活・習慣の違いや

25 年間の科学技術の進歩から、この本の内容すべてが日

本に当てはまるわけではありませんが、参考にできること

は多いです。

 私たち脱原発くらし見直し委員会・翻訳プロジェクトは翻

訳にあたり、わかりやすさを心がけると共に、本文のほか

に、専門家でない一般の人にも理解しやすいような用語解

説や地図を加えました。また、常総生協独自の調査結果も

盛り込みました。是非一度、お手にとってごらんください。

そして、読んだ感想やご意見を生協までお寄せください。

　私たちの活動はこれだけでは終わりません。翻訳本につ

いての勉強会や第 2 版以降の発行も考えています。本を読

んで一緒に考えていきましょう。

 

あまり報道されない

けれど、チェルノブ

イリ周辺ではどんな

影響があったの？ 

頒価　５００円 （税込）

申込は中面 2P 下で
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母親たちの手で翻訳 ・編集しました

事故を防げなかった大人の責任として、 子どもたちの未来のために

この本を読んでください

　　　　　　　チェルノブイリ翻訳プロジェクト編集委員長　茂田初江（龍ヶ崎市）

　枝野官房長官の 「直ちに影響はありません」 がすべての行動の始まりでした。

　インターネットでは、 スイス気象台が毎日放射能の拡散予測を出し、 小佐古内閣官房参与が

20mSv に抗議して辞任、 後の児玉教授の涙の意見陳述もネットで知りました。 日本政府、 そして

テレビ ･ 新聞などマスメディアはいつまで経っても正しい情報を伝えない。 彼らが第一に守りたいの

は国民の命ではないのだという真実が見えたとき、 情報は自分で見つけ出すものだと悟りました。

 そんな思いの組合員が集まって、 脱原発委員会が発足しました。 若いメンバーは次々と新しい情

報を提供し、古くからのメンバーはチェルノブイリの時の経験を語る、そして必要な情報は知識となっ

ていきました。 この中で、 正しい情報は外国から発せられる現実、 日本では翻訳さえされていない

貴重な情報があることを知りました。

　今では翻訳も幾つか出ていますが、 この核戦争防止国際医師会議 （IPPNW) ドイツ支部による論

文 「チェルノブイリの健康影響」 では、 真実を探らなければ最善の対策は生まれてこないと信じた

医学者たちが事故以後２５年間の臨床研究をまとめて数値化し、 冷静にしかも科学的に被害を告

発しています。 今も福島の被災地への提言を次々と出し続けている彼らの言葉と実践は信頼に値

します。               　

　
　この事実は多くの若いお母さんたちと、 かつて子どもを大事に育てた人たちに知らせなければい

けないと、 素人ながら組合員有志が分担して翻訳しました。 医学論文ですから、 読みにくい本で

はありますし、 誤訳もあることでしょうが、 事故の概要や用語解説、 福島の事故との比較などを加

えて、 私たちの目の前の問題に取り組む手助けとなるよう、 約１年かけて、 校正編集してきました。

　被災国ウクライナからの報告では、 ある母親は子どもが小さい頃から放射線に関する知識を教え

てきたとのこと。 『自分を守るために必要なのよ。 いざという時に何をしなければいけないかを知っ

ていて、 それを恐れることがないように』 という彼女の言葉は、 かわいい子どもや孫を持つ私たち

すべてに向けられているかのようです。

　まずこの本を読んで真実を知り、子どもたちのために出来る限りの対策を考え、実践していきましょ

う。 国や県、 市が、 健康調査を継続して実施するよう、 みんなで働きかけていきましょう。

　原発はすべて廃止を目指し、 原発に頼らない生き方を実践しましょう。 事故を防げなかった私た

ち大人には、 子どもたちの未来のために行動する責任があります。

『チェルノブイリ健康影響』 翻訳本 ・ 　ミニパンフ申込書

（申込）　　　　①翻訳本本紙 （頒価 500 円 税込）　　　 　　　　　　　冊　

　　　　　　　　 ②ミニパンフレット （頒価 50 円　税込）　　　　　　　　 冊　

（ｺｰｽ名）　　　　　　（班名）　　　　　　　（組合員№）　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　

・・・・・・・き　り　と　り・・・・・・・

※商品代といっしょに

請求、 自動振替させ

て頂きます。
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同時発行！ミニパンフレット　「福島原発事故から１年半で見えてきたこと」

～チェルノブイリの健康影響の報告から学ぶ～

ミニパンフレットもくじ

ゴメリ市周辺の子どもたちに新たに発病し
た病気。でも本当に比較していいのかな？

１．汚染をくらべる（土壌沈着）
２．飲食物（食文化）をくらべる
３．生活スタイルをくらべる
４．健康実態をくらべる
５．チェルノブイリ事故から
　　「25 年後の健康影響」報告をみる
６．わたしたちの考え・・・
　　今わたしたちにできること

『チェルノブイリの健康影響』 翻訳もくじ

第Ⅰ部　この本を読むにあたって
第Ⅱ部　チェルノブイリの健康影響
１．はじめに（事故概要・汚染地図・用語解説集）
２．事故処理作業者
３．乳児死亡率
４．遺伝的・催奇形性損傷
５．甲状腺がんとその他の甲状腺疾患
６．すべてのがんおよび白血病
７．その他の疾患
第Ⅲ部　福島原発事故から１年半で見えて
　きたこと
　参考資料、常総生協の取り組みから
　翻訳あとがき

頒価　５０円 （税込）

申込は中面 2P 下で

翻訳・編集作業中のチームメンバー

放射能に負けない
身体づくりの
レシピ付き！→

今週同封されている
「脱原発とくらし見直し委員
会」だよりも見てね！
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2011 年、福島原発事故による被ばく。

「子どもたちが心配」「何事もないことを願うものの・・・」

　政府はようやく福島の人々の県民健康調査をはじ

めました。福島の子どもたちの甲状腺検査の結果は

予想外に嚢胞やしこり（結節）が高い率で見られて

います。たいへんな驚きです。

しかし、周辺県の子どもたちは放置されたままです。

　見かねた国会議員たちが今年６月、 議員立法で 「福

島原発事故　子ども被災者支援法」 を成立させました。

福島県はもとより、福島県以外の周辺県の子どもたち・

被災者の救援、 支援を目的に成立した法です。

　ところが、 主管の復興庁は、 ホットスポットエリアを

含む茨城、 千葉を支援対象地域にはまったく考えてい

ないらしいということが、 この間の復興庁への直接交

渉の過程でわかってきました。 とんでもないことです。

　今、 地域の多くのお母さんたちや団体が再び立ち上

がって各市町村や県に対して支援対象地域に入れる

よう要請を重ねています。 復興庁への直談判の交渉

も２度目が行われる予定になっています。

　事故から間もなく２年が経とうとしており、政府

や国会は年内解散で浮き足立って必要な施策が具体

的にすすむとは思えない今、いつまでも政府の施策

を待っている訳にはいかないと判断し、２週前に生

協独自に健康調査を実施することを決めて、母乳

ネットから 50 万円の支援をいただいて、

　　甲状腺検査への支援 20 名、 尿検査 30 名

を実施することで希望者を募ったところ、それぞれ

200 名を超える申し込みがありました。

　この希望に対して、何かの基準で絞れるだろう

か？　皆が心配だ。本人の責任でも何でもない。

　ただ、生協からの経費支出も業務も、もう限界

に来ている。どうしよう・・・・。

　いろいろ内部検討した結果、「組合員みんなに協

力をお願いして、みんなの力で希望者全員の健康

調査を実現させよう」、と『生協子ども健康調査基

金』を作って、組合員に呼びかけようということ

となりました。個人情報を除いてデータは公開し、

原発事故の現実を知り、みんなで共有し、対応を

考えることとします。

【健康調査に申込みをされた組合員さんへ】

【甲状腺検査支援】 個人情報を除くデータを提出して

頂いて情報を共有することを前提に、 原則として費用

負担を支援する方向ですすめます。 今週より地区別に

心当たりの病院があるかないかの確認、 受診の際の

留意点、 画像のコピーの取得、 受診料領収書の提出

等について連絡 ・ 相談に入り、 自覚症状のある子か

ら優先的に受診を開始して頂くこととします。

【尿検査】 生協のゲルマニウム半導体検査機で１検体

８時間、 週３～４検体のペースでは約１年がかかってし

まうことから、 まずは１家族１人とさせていただいた上

で、 半数を組合員の資金援助で外部検査機関に依頼

することとし、 半年で生協での検査も終了させる日程で

すすめることとします。今週より日程の連絡に入ります。

政府の施策を待ってはいられない

組合あげて子どもたちの健康調査の実現を！
「常総生協 子ども健康調査支援基金」への協力をよろしくお願いいたします。

「生協 ・ 子ども健康調査基金」 協力申込書

甲状腺検査 ・ 尿検査への協力　１口 500 円　 　　口　　　　　円　

（ｺｰｽ名）　　　　　　　　　（班名）　　　　　　　

（組合員№）　　　　　　　　　　　　　　　（組合員名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・・・・・・・き　り　と　り・・・・・・・

※商品代といっ

しょに請求、 自

動振替させて頂

きます。

支援基金目標額：550 万円

（内訳）

【甲状腺検査支援】1 件 15,000 円× 200 人

＝ 300 万円

【尿検査】検査機関に依頼すると１件３万円。

200 人のうち半数を生協の検査機で実施し、

残りを外部検査機関に依頼。3 万円× 100 名

＝ 300 万円

【血液検査】未定

※母乳調査・母子支援ネットからすでに 50 万

円の支援を頂いていますので５５０万円をみな

さんの力でご協力いただければ実現します。

※支援は１口 500 円からお願いいたします。


